
《歯学部　口腔保健学科》

【１．知識・理
解】

【４．統合的な学習
態度と創造的思考
力】

       科目名

口腔保健・福
祉を理解し、
その専門知識
と技能を有す
る。

 (1)歯科予
防処置、歯
科保健指導
および歯科
診療補助に
関する基本
的技能を有
する。

 (2)患者や
その家族あ
るいは保
健・医療・福
祉関係者と
良好なコ
ミュニケー
ションができ
る。

  (3）チーム
医療や保健
福祉活動の
一員として、
その役割を
果たすこと
ができる。

　(1)口腔保
健・福祉の
学習を通じ
て社会人と
しての自覚
を持ち、その
責任を果た
すことができ
る。

  (2)医療や
介護を必要
とする人々
に対して、慈
しみと思い
やりの心を
もって支援
することがで
きる。

　(3)歯科医
療の進歩や
社会の医療
ニーズの変
化に高い関
心を持ち続
け、生涯に
わたり自主
的かつ継続
的に学習す
る能力を持
つ。

  関連分野における
事象や課題につい
て自ら学び、適切な
判断と必要な行動
ができる。

人間、文化、社会、自然に関わる幅広い学問領域から、「ものの考え
方・捉え方」を学び、様々な知見を自らの分野に援用し、応用できる感
性・知性の修得を目指す。

歴史と文化 ○ ○

・人文科学分野（歴史学、思想、倫理学、文学、芸術、考古学、地理
学、文化人類学など）を中心に学ぶ。
・人間が創造してきた文化や社会の特質、またはそれらの変遷等を学
ぶ。
・様々な地域、時代、分野の人間の営みを学ぶことで、これからの世界
で生きていくために必要な、「物事を複眼的に捉える知」を身につけ
る。

人間と生命 ○ ○

・人間の思考・行動と身体・生命に関わる科学的・倫理的課題について
の思考を深める。
・生命についての基礎的な知識を得て、生命に関わる問題への適切な判
断や生命倫理、倫理的であることの意味などの根元的な問を思索するこ
とをテーマとし、科学リテラシーと人間・生命の理解を統合的に考え
る。
・人文科学分野（哲学、倫理学など）、行動科学分野（心理学、教育学
など）、生命科学分野（生物学、生命科学など）を含む複合的な分野を
学ぶ。

生活と社会 ○ ○

・社会の現象の理解、人間の集団の特性、社会の成り立ち、それを律す
る法律、社会を動かしている経済、政治、国際的関わりなどについての
理解を深める。
・社会科学分野（法律学、政治学、経済学、経営学、社会学など）を中
心として、医学分野、工学・技術分野などへ裾野を広げる。

自然と技術 ○ ○

・自然の構造や成り立ち、物質の反応の有様、現象のあり方と科学技術
の進歩について理解し、さらには科学技術の社会生活への影響などにつ
いて考える。
・技術が社会を動かす時代において、技術の基盤、自然についての理
解、技術と環境との調和など幅広く科学リテラシーを身につける。
・自然科学に工学、医学、歯学、薬学等の応用的な分野を含めること
で、現代的な課題を広く学ぶ。

ウェルネス総合演習 ○
・健康で生きがいと人間性に満ちた心身の健全性を意味する「ウェルネ
ス」について、スポーツ、生活科学、文化をテーマにしながら講義と演
習、実習により総合的に学び、考える。
現代社会の諸問題を学び、それらの課題を主体的に捉える態度を身につ
ける。

グローバル科目 ○ ○
・異なる価値観や文化を知り、それらを認め合い、さらに積極的なコ
ミュニケーションを図るグローバル人材として必要なことを学ぶ。

イノベーション科目 ○ ○
・さまざまな領域における創造的思考と、それを実現するための「もの
づくり・ことづくり」や「協働推進・プロジェクト推進」のための技法
を学ぶ。

地域科学科目 〇 〇
・地域問題を、自らの課題として受け止められる公共の精神と、地域に
おける組織人として必要な資質を得ることを目指し、地域創生、地域貢
献の意義などの体験的学習も含めて学ぶ。

医療基盤科目 ◎ ◎ ○ ○
・横断的な医療分野の基盤教育と汎用的技能を学ぶ。
・専門領域における社会的意義を理解し、チーム医療、健康社会づくり
等のスキルの獲得を目指す。

大学での専門分野を学ぶ前提となる基礎学力を修得する。

ＳＩＨ道場 ○ ○ ◎
・専門分野の早期体験、ラーニングスキルの習得、学習の振り返り等の
主体的な学習習慣を身につけることなどを学ぶ。

情報科学 ○ ○
・情報の取り扱いやその倫理などの情報リテラシーの基本に加え、コン
ピュータの活用方法を学ぶ。
・数理・データサイエンス・AIの基礎を学ぶ。

英語や初修外国語の学習を通じて、各言語の運用能力を養成し、日本語
とは異なる言語の世界への理解を深めることを目指す。

英語 ◎ ○ ○

・基礎英語力及び英語コミュニケーション力を養い、十分な言語運用力
と自律学習スキルを取得する。
・基盤英語は、高校までに身につけた英語力の充実を図り、大学で自律
的に学習を続けるための基礎力をつくる。
・主題別英語は、科学・時事・文学・文化などのコンテンツを英語で学
び・基盤英語で身につけた英語力と自律学習スキルのさらなる向上を図
る。
・発信型英語は、自信を持って、英語でコミュニケーションをするため
の話す力と書く力を身につける。

初修外国語 ○ ○ ○
・英語と異なる外国語の運用能力の基礎を固め、 その言語の世界にお
ける物事の見方や考え方に対する理解を深める。

創成科学科目群

基礎科目群

外国語科目群

科目の教育目標

【３．態度・志向性】 【２．汎用的技能】　　　　　　  ディプロマポリシー

教養科目群

主要授業科目
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専門教育科目 解剖学 ○ ◎ ○ ○

解剖学総論、骨格系、筋系、内臓系、脈管系、神経系、感覚器系に分け、人
体の大要とそれらの構造について学習する。解剖学は医療に携わる者にとっ
て、まず習得すべき学問であり、本講座では全身の解剖学的知識を教授し、
それを口腔と密接に連携させることで全人的医療の実践を図る。

生理学 ○ ◎ ○ ○
生理学では、細胞の基本構造を理解し、内分泌ホルモンの産生臓器、生理
作用、機能亢進と機能不全、分泌調整、輸送と代謝などを教授する。また
ニューロンの働きや筋収縮、生理現象を貫く原理も教授する。

生化学 ○ ◎ ○ ○
生化学においては生体の営みを分子のレベルで理解するために、高次生体
構造とその機能、人体諸臓器の発生・分化・加齢の仕組み及びそれに伴う変
化や異常による病態、口腔内構造物の発生・分化・機能について教授する。

口腔解剖学 ○ ◎ ○ 　 　 ○
口腔保健医療者として必要な顎顔面口腔領域の局所解剖学的知識を頭頸部
の部位毎に学習するとともに、頭頸部の骨格系や筋系及び神経系や内臓系
の個体発生を総括的に学習する。

歯の解剖学 ○ ◎ ○ ○
歯の解剖学では、歯の形態と構造を理解し、固有の歯種の判別ができ、歯の
形態を理解し臨床に役立つ知識を習得させることを目標とする。

口腔組織学 ○ ◎ ○ ○
口腔組織学では、口腔保健医療に必要な口腔機能に関して、その果たす役
割を理解し、摂食行動、咀嚼運動、嚥下機構などの基礎知識も習得させる。

口腔生理学 ○ ◎ ○ ○
口腔生理学では、生命の機能維持に重要な役割を果たす口腔領域諸器官の
生理機能についての知識を習得させる。

病理学・口腔病理学 ○ ◎ ○
疾患の原因と病態に関する基本的知識を習得し、さらに顎口腔領域の様々
な疾患の成立をトータルな生命現象として理解する。

薬理学・歯科薬理学 ○ ◎ ○
薬物および生理活性物質の作用の基本的メカニズムを理解し、薬物を安全
かつ効果的に利用する能力を身につける。

微生物学・免疫学 ○ ◎ ○
微生物の種類と特性ならびに生体の防御機構を理解し、感染症の基礎的な
知識、理論を身につける。また口腔細菌の特徴と病原性を理解する。

オーラルヘルスプロモーション ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ オーラルヘルスプロモーションを理解し、実践できる力を修得する。

歯科衛生士概論 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
国民のQOL向上に貢献する歯科衛生士として、その業務と役割についての
知識を習得する。

歯科衛生統計 ○ ◎ ○
疫学とEBMの概念を理解し、臨床や地域保健の場で得られた情報を客観的
に分析して評価する能力を修得する。

衛生行政 ○ ◎ ○
わが国における衛生行政の目的、組織とその意義について理解する。また、
関連する法規の内容を修得する。

衛生学・公衆衛生学 ○ ◎ ○
人々の健康を保持増進するための社会医学を理解し、包括的な問題解決方
法の考え方を習得する。

口腔衛生学 ○ ◎ ○
口腔の健康を保持増進させる理論と方法を理解し、口腔疾患の予防法を習
得する。これらの知識と技術を生かして、個人から集団を対象としたレベルで
の口腔保健管理を実践できるよう理解を深める。

口腔保健衛生学基礎実習 ○ ◎ ◎ ◎
講義等で習得した口腔保健学に関する知識を基にして、関連する基礎実習を
行うことにより、その内容の理解を深めるとともに、問題解決に必要な態度と
能力を養う。

医療安全管理学 ○ ◎ ◎ ○
歯科医療の質と安全を確保する為に、具体的に医療現場で行われる必要な
業務を把握し、医療事故を未然に防ぐ知識と心構えを習得する。

早期臨床実習 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

歯科医療系学生における人間力を高めるため、早期から学生自らのコミュニ
ケーション能力を向上させ、ホスピタリティ・マインドを体得し、 また、口腔保健
従事者としての自覚や倫理観を習得するために学外の社会福祉施設等にお
いて体験実習を行う。またこれから学ぶ口腔保健学に対する学習意欲を向上
させることを目的として、実際の歯科医療現場を見学し、歯科医療従事者の
業務内容を実体験する。

発達系歯科学 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

小児の心身の成長・発達をふまえ、発達期口腔保健の意義および口腔疾患
の特徴、予防ならびに治療法を理解する。
また、顎ロ腔機能の発達過程および不正咬合との関連を理解し、顎口腔機能
の育成および個性正常咬合獲得をロ腔保健の立場から支援するための知識
を修得する。

保存系歯科学 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
保存治療の種類と内容を理解し、チーム医療を実践するために必要な知識を
修得する。

補綴系歯科学 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
顎口腔機能について理解するとともに、障害がある場合に補綴装置によって
機能、形態、審美を回復し維持するための診断、治療、術後管理法について
学習する。

外科系歯科学 ○ ◎ ◎ ○ ○
顎・口腔領域に発現する様々な病変や疾患に関する知識を身につけ、それら
の疾患を対象とした診療の中における歯科衛生士の役割と患者とのかかわ
りを理解することを目的とする。

歯科放射線学 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
歯科診療の診断に必要な放射線を有効かつ安全に利用するための知識と技
能、さらにはチーム医療に必要な基本的手技を習得する。

歯科麻酔学 ○ ◎ ◎ ○ ○
歯科診療において痛みのない安全で有効な処置を行うために必要な歯科麻
酔学の知識を理解し、チーム医療に必要な基本的手技を修得する。また歯科
治療中の安全管理と危機管理を修得する。

歯科保健指導論 ○ ◎ ○ ○ ○
人々の口腔保健や疾病予防のニーズにあった支援をするために、論理的に
思考し、問題発見および解決できる知識・技術を修得する。

歯科診療補助論 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ 歯科診療補助を行う上で必要な知識を修得することを目的とする。

チーム歯科医療学 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
医療・介護制度やチーム（歯科）医療がどのように実践されているかを把握
し、その中での歯科衛生士の役割を理解することを目的とする。
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歯科衛生学臨床系基礎実習Ⅰ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

歯科衛生士、口腔保健医療者として必要な技術について学ぶ。本実習では
歯科衛生士としての歯科診療補助を中心とする実習を行い、また、患者との
接遇や医療現場での職種間相互の連携で想定したロールプレイやシミュレー
ション実習を行う。また口腔の健康とは何かを理解した上で、各疾患の予防
法の実践及び健康指導の内容を組み立てる能力を養成することを目的とす
る。すなわち、う蝕、歯周疾患や顎関節機能障害の予防について基礎的な原
理を理解した上で、術式、必要器材、方法などについて、実習を通して教授す
る。特に、歯周ポケットの形態・歯面の形態を把握する方法を身につけて、歯
石除去・ルートプレーニングの訓練を行う。また歯科保健指導を行うために利
用する視聴覚教育媒体の作成・使い方について実習する。

歯科衛生学臨床系基礎実習Ⅱ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

歯科衛生士、口腔保健医療者として必要な技術について学ぶ。本実習では
歯科衛生士としての歯科診療補助を中心とする実習を行い、また、患者との
接遇や医療現場での職種間相互の連携で想定したロールプレイやシミュレー
ション実習を行う。また口腔の健康とは何かを理解した上で、各疾患の予防
法の実践及び健康指導の内容を組み立てる能力を養成することを目的とす
る。すなわち、う蝕、歯周疾患や顎関節機能障害の予防について基礎的な原
理を理解した上で、術式、必要器材、方法などについて、実習を通して教授す
る。特に、歯周ポケットの形態・歯面の形態を把握する方法を身につけて、歯
石除去・ルートプレーニングの訓練を行う。また歯科保健指導を行うために利
用する視聴覚教育媒体の作成・使い方について実習する。

高齢者口腔保健衛生学 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
老化に伴って現れる高齢者の身体的、精神的特徴、口腔領域の諸変化およ
び老人性疾患などについて理解し、介護予防に繋がる高齢者に対する口腔
ケアや生活支援を実践するために必要な知識と技術を習得する。

障害者口腔保健衛生学 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
障害の種類や特性を理解し、障害者の口腔健康管理を支援するための基本
的知識を身につける。

摂食・嚥下リハビリテーション学 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

近年、脳血管障害者や高齢者の嚥下障害に対するリハビリテーションが注目
され、多職種の医療スタッフによるチームアプローチが行われている。現在、
摂食・嚥下リハビリテーションに携わる歯科衛生士はまだ少数であるが、口腔
ケアの専門職という立場からチームに必須と考えられる。本授業では、将来
的に摂食・嚥下リハビリテーションに携わることができるように、摂食嚥下機能
法の基礎知識を習得した歯科衛生士を育成する。

栄養学 ○ ◎ ○
栄養学の基礎を学ぶことを目的とし、生体が外部からエネルギーや物質を取
り入れて利用し、正常な生活を営む過程を理解する

口腔疾患予防学 ○ ◎ ○ ○ ○ ○
口腔疾患予防を実践するための具体的な知識を習得し、個人または集団を
対象とした歯科保健指導が実践できるよう理解を深める。

口腔介護学 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

介護の概念や範囲を理解し、具体的な介護技術を身につける。身体的・精神
的な変化に対応できる観察力や対処方法を身につけ、速やかに多職種に連
携及び協力できる。さらに、要介護高齢者や障害者に対して口腔保健の立場
から関わるために、療養の管理、機能訓練並びに日常生活の支援を行うため
の基本的な知識、技術を理解する。

社会福祉調査の基礎 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

①社会福祉調査の意義と目的について理解する。
②社会福祉調査と社会福祉の歴史的関係について理解する。
③社会福祉調査における倫理や個人情報保護について理解する。
④量的調査の方法及び調査の結果について適切に理解する。
⑤質的調査の方法及び調査の結果について適切に理解する。
⑥ソーシャルワークにおける評価の意義と方法について理解する。

心理学と心理的支援 ○ ◎ ◎ ○ ○

①人の心の基本的な仕組みと機能を理解し、環境との相互作用の中で生じ
る心理的反応を理解する。
②人の成長・発達段階の各期に特有な心理的課題を理解する。
③日常生活と心の健康との関係について理解する。
④心理学の理論を基礎としたアセスメントの方法と支援について理解できる。

社会学と社会システム ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

①現代社会の特性を理解する。
②生活の多様性について理解する。
③人と社会の関係について理解する。
④社会問題とその背景について理解する。

社会福祉の原理と政策 ○ ○ ○ ○ ○ ○

①社会福祉の原理をめぐる思想・哲学と理論を理解する。
②社会福祉の歴史的展開の課程と社会福祉の理論を踏まえ、欧米との比較
によって日本の社会福祉の特性を理解する。
③社会問題と社会構造の関係の視点から、現代の社会問題について理解す
る。
④福祉政策を捉える基本的な視点として、概念や理念を理解するとともに、
人々の生活上のニーズと福祉政策の課程を結びつけて理解する。
⑤福祉政策の動向と課題を踏まえた上で、関連施策や包括的支援について
理解する。
⑥福祉サービスの供給と利用の課程について理解する。
⑦福祉政策の国際比較の視点から、日本の福祉政策の特性について理解す
る。

ソーシャルワークの基盤と専門職 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
社会福祉士、介護福祉士および精神保健福祉士の法制度を理解する。ソー
シャルワークのための理念を理解し、適切に行動するための知識を身につけ
る。他の福祉専門職の役割や業務の範囲を理解する。

ソーシャルワークの基盤と専門職(専門） ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
社会福祉士および精神保健福祉士の法制度を理解する。ソーシャルワーク
のための理念を理解し、適切に行動するための知識を身につける。他の福祉
専門職の役割や業務の範囲を理解する。

ソーシャルワークの理論と方法 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
社会福祉を推進するために必要なソーシャルワークの理論と方法について理
解する。

ソーシャルワークの理論と方法(専門） ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
社会福祉を推進するために必要なソーシャルワークの理論と方法について理
解する。さらに事例検討や・事例分析を通して､ソーシャルワークの手法や基
盤となる価値観について理解を深める。

地域福祉と包括的支援体制 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○
地域福祉(コミュニティソーシャルワーク)の概念を学習するとともに、地域福祉
の実践に必要な理論と方法について理解する。

福祉サービスの組織と経営 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

①ソーシャルワークにおいて必要となる福祉サービスを提供する組織や団体
の概要について理解する。
②社会福祉士に求められる福祉サービスの組織と遠隔、経営の視点と方法
を理解する。
③福祉サービスの組織と運営に係る基礎理論、労働者の権利等について理
解する。
④福祉サービスに求められる福祉人材マネジメントについて理解する。

社会保障 ○ ◎ ○ ○ ○

①社会保障の概念や対象及びその理念について、社会保障制度の展開過
程も含めて理解する。
②現代社会における社会保障制度の役割と意義、取組むべき課題について
理解する。
③社会保障制度の財政について理解する。
④公的保険制度と民間保険制度の関係について理解する。
⑤社会保障制度の体系と概要について理解する。
⑥諸外国における社会保障制度の概要について理解する。



《歯学部　口腔保健学科》

【１．知識・理
解】

【４．統合的な学習
態度と創造的思考
力】

       科目名

口腔保健・福
祉を理解し、
その専門知識
と技能を有す
る。

 (1)歯科予
防処置、歯
科保健指導
および歯科
診療補助に
関する基本
的技能を有
する。

 (2)患者や
その家族あ
るいは保
健・医療・福
祉関係者と
良好なコ
ミュニケー
ションができ
る。

  (3）チーム
医療や保健
福祉活動の
一員として、
その役割を
果たすこと
ができる。

　(1)口腔保
健・福祉の
学習を通じ
て社会人と
しての自覚
を持ち、その
責任を果た
すことができ
る。

  (2)医療や
介護を必要
とする人々
に対して、慈
しみと思い
やりの心を
もって支援
することがで
きる。

　(3)歯科医
療の進歩や
社会の医療
ニーズの変
化に高い関
心を持ち続
け、生涯に
わたり自主
的かつ継続
的に学習す
る能力を持
つ。

  関連分野における
事象や課題につい
て自ら学び、適切な
判断と必要な行動
ができる。 科目の教育目標

【３．態度・志向性】 【２．汎用的技能】　　　　　　  ディプロマポリシー

主要授業科目

高齢者福祉 ○ ○ ◎ ○ ○

①高齢者の定義と特性を踏まえ、高齢者とその家族の生活とこれを取り巻く
社会環境について理解する。
②高齢者福祉の歴史と高齢者の変遷、制度の発展過程について理解する。
③高齢者に対する法制度と支援の仕組みについて理解する。
④高齢期における生活課題を踏まえて、社会福祉士としての適切な支援のあ
り方を理解する。

障害者福祉 ○ ○ ◎ ○ ○

①障害の概念と特性を踏まえ、障害者とその家族の生活ととこれを取り巻く
社会環境について理解する。
②障害者福祉の歴史と障害観の変遷、制度の発展過程について理解する。
③障害者に対する法制度と支援の仕組みについて理解する。
④障害による生活課題を踏まえ、社会福祉士としての適切な支援のあり方を
理解する。

児童・家庭福祉 ○ ○ ◎ ○ ○

①児童の権利の主体であることを踏まえ、児童・家庭及び妊産婦の生活とそ
れを取り巻く社会環境について理解する。
②児童福祉の歴史と児童観の変遷や制度の発展過程について理解する。
③児童や過程福祉に係る法制度について理解する。
④児童や過程福祉領域における支援の仕組みと方法、社会福祉士の役割に
ついて理解する。
⑤児童・家庭及び妊産婦の生活課題を踏まえて、適切な支援のあり方を理解
する。

貧困に対する支援 ○ ○ ◎ ○ ○
社会保障・社会福祉の基盤をなす公的扶助について理解し、また市民社会に
おいて必要不可欠な領域としてより機能していくための手立てについて理解
する。

保健医療と福祉 ○ ○ ◎ ◎

①ソーシャルワーク実践において必要となる保健医療の動向を理解する。
②保険医療に係る政策、制度、サービスについて理解する。
③保健医療利用域における社会福祉士の役割と連携や協働について理解す
る。
④保険医療の課題を持つ人に対する社会福祉士としての適切な支援のあり
方を理解する。

権利擁護を支える法制度 ○ ○ ○ ○ ○ ○
権利擁護の意義を理解し、必要な法律や制度に関する専門的知識を身につ
け、権利擁護に関わる専門職団体との連携、 支援体制の在り方を理解す
る。

刑事司法と福祉 ○ ○ ○ ○ ○ ○
①刑事司法の近年の動向と制度の仕組みを理解する。
②刑事司法における社会福祉士の役割について理解する。
③刑事司法の制度に関わる関係機関等の役割について理解する。

ソーシャルワーク演習 ○ ◎ ◎ ○ ◎

ロールプレイング等を中心とする演習形態により、専門援助技術を習得する
ことを目的とする。特に学生が自分自身で学習し、考え主体的に行動する態
度を滋養し、この演習を通して、社会福祉士に必要な知識と技術、価値につ
いて理解する。

ソーシャルワーク演習（専門） ○ ◎ ◎ ○ ◎

ロールプレイング等を中心とする演習形態により、専門援助技術を習得する
ことを目的とする。特に学生が自分自身で学習し、考え主体的に行動する態
度を滋養し、この演習を通して、社会福祉士に必要な知識と技術、価値につ
いて理解する。

ソーシャルワーク実習指導 ○ ◎ ◎ ○ ◎
社会福祉施設・機関でのソーシャルワーク実習の意義を理解し、実習施設に
応じた事前の準備や心構えを習得することでソーシャルワーク実習を実効性
のあるものとすることを目的とする。

ソーシャルワーク実習 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○

ソーシャルワーク専門職として、地域共生社会の実現に向けて、支援を必要
とする人や地域の状況を理解し、生活課題（ニーズ）に基づく支援が適切に実
践できる力を身につける。また、包括的支援体制を構築するために必要な多
職種・多機関、地域住民等の連携の必要性を理解し、実践できる。

総合医科学 ○ ◎ ◎ ○
歯科衛生士、社会福祉士に必要な臨床医学を総合的に修得するとともに、こ
れらの知識と技術を生かして、チーム医療の中で専門職としての業務を実践
できるよう理解を深める。

医療倫理学 ○ ◎ ◎ ○
医療・歯科医療における倫理の重要性を理解し、歯科衛生士の義務と責任に
関する基本的な知識、態度及び考え方を学ぶ。

基礎看護学 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
看護学を始めて学ぶ人にとって、ガイダンスとなる科目であり、学習を通して
看護学に対する興味や関心を高めることをめざす。

コミュニケーション論 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

コミュニケーション能力は医療従事者にとって必要不可欠なスキルである。言
語的表現、非言語的表現、医療情報の基本など医療におけるコミュニケー
ション技法を学ぶ。加えて一部に歯科英語も導入して、グローバルな人材育
成も目指す。

口腔保健衛生学臨床実習 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

口腔保健基礎学系および口腔保健支援学系の各講義で学んだ知識に加え、
チーム歯科医療学実習で学んだ他のスタッフとの連携、記録と報告、管理運
営の実務等、「歯科診療補助」全般について実際の臨床の場で確認する。ま
た、口腔疾患予防学実習で学んだ「歯科予防処置」や「歯科保健指導」に関し
て患者の個別性に応じた技術や指導等についても習得する。さらに徳島大学
病院に入院している患者を対象としてベッドサイドで専門的口腔ケアを実践で
きる能力を養成する。

口腔保健衛生学臨地実習 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

臨床教授等の開設する歯科診療所､学校現場や保健所、有病者や障がい者
関連の施設等において、指導教員の指示の下に施設職員との連携を行いな
がら歯科予防処置、歯科保健指導および歯科診療補助が適切に実践できる
能力を養うことを目的とする。

卒業研究 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

本学科で学んだ知識と技術を踏まえて口腔保健学あるいは社会福祉学に関
するテーマを選択し、自ら計画・立案する。さらにその計画に基づいて研究を
行い、その成果を口頭で発表し、論文にまとめることによって研究への理解と
意欲を養う。

・カリキュラム・チェックリストの作成：ディプロマ・ポリシーが各授業科目の目標とどのように関連づけられているかをチェックする。


